
　　　　年　　月　　日　

 殿

〒 －

□ 銀　　行 □ 商工中金

□ 信用金庫 □ 農林中金 □ 農協

□ 信用組合 □ 労働金庫 □ 漁協

□ 本　店 □ 出張所

□ 支　店

   □普通預金（０１）　　　□当座預金（０２）

（右詰め）

－

□ 新　　　規 □ 取消し
□ 口座の変更 □ その他
□ 改　　　姓

（旧姓）

広島大学から私に支払われる給与以外の経費（旅費，謝金等）について，

□　上記給与口座に振り込むことを依頼します。

□ 要

□ 不要

□　別途依頼します。

※

(注） １．振込先は本人名義の預金口座をお願いします。

２．該当する事項をチェックして下さい。

３．氏名及び口座名義のフリガナは片仮名でご記入下さい。

４．口座振込手数料削減の観点から，広島銀行を奨励します。

※取扱担当者記入欄

フ リ ガ ナ

電子ﾒｰﾙでの振込通知
要否

E-mail
アドレス

※振込通知希望の場合のみご記入下さい。携帯電話への送信はできません。

※
この申込書に記載された個人情報は，給与等に関する必要な手続きを行うために使用するものであり，第三者に提供又は公
表することはありません。

上記給与口座以外の金融機関への振込を依頼される場合は，別途「銀行口座振込依頼書 （ 新規 ・ 変更 ）　兼　業者登録依
頼書」をご提出下さい。

口 座 名 義

申し出の事由 摘要
（ ）

◆振込先（ゆうちょ銀行）

金 融 機 関 名 ゆうちょ銀行 預金・貯金の種類 郵便振替（当座）

記 号 ・ 番 号
記 号 番 号 （ 右 づ め ）

預 金 種 別

口 座 番 号

フ リ ガ ナ

口 座 名 義

金 融 機 関 名

支 店 名

金 融 機 関 コ ー ド ※通帳をご確認のうえ，金融機関コードの記入もお願いいたします。

住 所

電 話 番 号

下記のとおり　　申し出　・　変更を申し出　　ます。

記

◆振込先（ゆうちょ銀行以外）

※職員番号欄は正しくご記入下さい（雇用形態が変更される
と職員番号も変更いたします）。（広大ＩＤ)

フ リ ガ ナ

氏 名

職 員 番 号

（自署）

別記様式（第４関係）

給与の口座振込 （ 申込 ・ 変更申込 ）　書　　兼　　銀行口座振込依頼書 （ 新規 ・ 変更 ）

広 島 大 学 長

所 属 職　　　　　名

経 理 確 認 欄担 当 者 氏 名

所属ｸﾞﾙｰﾌﾟ (支援室)等名

内 線 番 号

取扱担当部署へのお願い

※提出の際は、取扱担当者の氏名・所属ｸﾞﾙｰﾌﾟ(支
援室)等名・内線番号を必ず記入してください。





　
　
　
↑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

記
入
欄

…
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
入
欄

　
　
広
島
大
学
以
外
の
事
業
所
へ
こ
の
申
告
書
を
既
に
提
出
し
て
い
る
方
は
右
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
⇒
□

該
当
事
項
に

○採
用

【採
用
日
：

扶
養
追
加

扶
養
取
消

住
所
変
更

【変
更
日
：

氏
名
変
更

【旧
姓
：

配
属
・
所
属
：

西
条

国
立
大
学
法
人
広
島
大
学

広
島
県
東
広
島
市
鏡
山
一
丁
目
３
番
２
号

（マ
イ
ナ
ン
バ
ー
)

（マ
イ
ナ
ン
バ
ー
)

（マ
イ
ナ
ン
バ
ー
)

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
給
与
所
得
・
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
事
務
の
他
，
「
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
方
針
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
）
」
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
事
務
で
利
用
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
方
針
（プ

ラ
イ
バ
シ
ー
・ポ

リ
シ
ー
）の

U
R

L
…

h
ttp://hiro

shim
a
-
u
.jp/abo

ut/inform
atio

n_disclo
sure/privacy_po

licy
(広

島
大
学
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

>
 大

学
案
内

>
情
報
公
開
制
度
・公

文
書
管
理
・個

人
情
報
保
護

>
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
方
針
（プ

ラ
イ
バ
シ
ー
・ポ

リ
シ
ー
）))

(こ
こ
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
な
く
，
採
用
時
に
付
与
さ
れ
た

8
桁
の
職
員
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

)

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
「
通
知
カ
ー
ド
」
等
の
写
し
を
裏
面
に
添
付

(糊
付
け

)し
て
く
だ
さ
い
。

(裏
面
【
番
号
カ
ー
ド

(写
)提

出
確
認
欄
】
参
照

)
職
員
番
号

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
た
方
は
，
次
の
質
問
に
も
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
提
出
済
事
業
所
名
：

（
左
記
の
事
業
所
に
現
在
も
在
職
し
て
い
る
）

1
2
4
0
0
0
50
04
05
4

総
，
文
，
教
，
社
，
理
，
先
，
工
，
生
，
国
，
東
千
田



→

提
出
済
職
員
番
号
（
８
桁
）
⇒
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
謝
金
受
領
時
に
提
出
済
⇒
□
　
学
生
番
号
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

【
番
号
カ
ー
ド
(写
)提
出
確
認
欄
】
　
　
　
広
島
大
学
に
，
番
号
カ
ー
ド
(写
)（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
，
個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
住
民
票
等
の
写
し
)を
提
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

提
出
し
た
こ
と
が
な
い
場
合

申
告
書
裏
面
（
今
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
面
）
に
，
あ
な
た
の
番
号
カ
ー
ド
(写
)を
添
付
（
糊
付
け
）
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
→
番
号
カ
ー
ド
(写
)の
添
付
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
，
提
出
済
の
職
員
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
謝
金
受
領
の
際
に
提
出
済
の
方
は
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
を
記
載
し
，
本

学
の
学
生
番
号
を
お
持
ち
の
方
は
，
併
せ
て
学
生
番
号
を
記
入
く
だ
さ
い
。



別記様式

広島大学長　殿

印

【通 勤 届】

1 から まで 円

2 から まで 円

ＩＣ～ ＩＣ普・軽 円 3 から まで 円

ＩＣ～ ＩＣ普・軽 円 4 から まで 円

ＩＣ～ ＩＣ普・軽 円 5 から まで 円

ＩＣ～ ＩＣ普・軽 円 6 から まで 円

【住 居 届】

※　この届に記載された個人情報は，給与，構内駐車証発行に関する必要な手続及び統計調査を行うために利用するものであり，この目的以外で利用又は提供することはありません。

（決裁欄）

下記のとおり決定してよろしいか伺います。

  通 勤・住 居 届
年　　月　　日提出

配属又は
所属名

(内線　　　　)
勤務箇所住所

次のとおり通勤・居住の実情を届け出ます。
　（注：この届が事実発生日から１５日経過後に提出された場合，手当が支給されない月が生じることがあります。）

届出の理由(該当する□にレ印を付してください。)
届出の理由が生じた日

（現在通勤手当を受給していない者）

□新規(□採用　□異動　□転居(住居への入居日　　　　　年　　　月　　　日)
　　　　年　　　月　　　日

□その他(　　　　　　　　　　　　)

氏名 職員番号 職 名

住所 〒

（現在通勤手当を受給している者） 「届出の理由が生じた日」について
は，採用・異動の場合は「採用・異動
日」，転居の場合は入居日，変更等の
場合は「変更日」を記入する。

□異動に伴う変更　□転居(住居への入居日　　　　　年　　　月　　　日)

□通勤経路又は方法の変更　□運賃等の負担額の変更　□その他(　　　　　　　　　　　　)

自動車・バイク・自転車利用
通勤方法（□にレ印）

交通機関利用（自動車・バイク・自転車の併用含む）

順
路

通勤方法 区　　間
乗車券等

高速自動車道等の有料道路を利用の場合記入
(有料道路を使用しない場合の片道距離30km以上の者)

片道運賃 購入種類

□自動車　□バイク　□自転車 住　居

（現在住居手当を受給していない者）
　　　　年　　　月　　　日

□新規(□借家・借間　□借家・借間(配偶者居住のもの)）（住居への入居日　　　年　　月　　日)

（現在住居手当を受給している者） 「届出の理由が生じた日」について
は，採用・異動の場合は「採用・異動
日」，転居の場合は入居日，変更等の
場合は「変更日」を記入する。

□支給要件の喪失　□転居(住居への入居日　　　年　　月　　日)

□契約関係の変更　□家賃額の改定　□その他(　　　　　　　　　)

記入上の注意
１．「通勤方法」欄には，通勤の順路に従い徒歩，自動車，○○線，○○新幹線等の別を記入する。
２．「乗車券等」の「購入種類」欄には，○箇月定期，○枚綴回数券，パスピー等の別を記入する。

備考

届出の理由(該当する□にレ印を付してください。) 届出の理由が生じた日

c.家賃が口座振込の場合は，振込明細書等の写し。

　※引落し額・振込額が敷金礼金込みの一括払い等の場合は，金額の内訳が確認できる明細書・計算書・請求書等の写し。

　※「家賃等の領収書の写し(前住居)」は前住居に係る住居手当を受給していた場合のみ必要です。

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

契約開始日 　　　年　　月　　日から 住宅の借主 □本人　□扶養親族　続柄(　　　　)　共同名義人が　□いない　□いる　続柄(　　　　)

【提出書類】

①賃貸借契約書の写し(契約書の全てをコピーしてください。注：重要事項説明書は不可)

②家賃等の領収書の写し(下記ａ～ｃの内いずれかの写し。)

(現住居・前住居) a.届出の理由が生じた日の属する月の家賃の領収書の写し。

b.家賃が金融機関での自動引落しによる場合は，通帳の当該箇所の写しと通帳名義人がわかる箇所の写し。

家　賃

左記家賃については，共益費，駐車料，水道料等を除いた家賃を記入する。

月額 円 左記家賃に分離できない下記の料金等が含まれている場合は，該当する□にレ印を付してください。

(　　　年　　月　　日から)
□共益費　□駐車場代　□電気，ガス又は水道の料金(光熱費込みの下宿代)

□食費等（まかない付下宿代）

決裁　令和　　年　　月　　日

グループリーダー 副グループリーダー 主査 グループ員 起案者 起案　令和　　年　　月　　日

住居手当 支給の始期 　令和　 　年　 　月分から 手当月額 円　

手 当 支 給 決 定 調 書

通勤手当 支給の始期 　令和　 　年　 　月分から 手当月額 円　
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扶
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別
記

様
式

（
第

４
条

第
１

項
関

係
）

男
 
女

・
・

・
１

 
２

年
月

日
年

月
日

※昭
和

平
成

令
和

昭
和

平
成

令
和

昭
和

平
成

令
和

昭
和

平
成

令
和

上
記
の
と
お
り
申
告

し
ま

す
。

令
和

年
月

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

印

（
自

署
・

シ
ャ

チ
ハ

タ
不

可
）

１
．

こ
の

申
告

書
は

，
共

済
組

合
の

扶
養

（
認

定
・

取
消

）
と

扶
養

手
当

の
支

給
（

額
改

定
・

消
滅

）
の

両
方

の
届

出
を

兼
ね

て
い

ま
す

。
従

っ
て

，
扶

養
の

事
実

が
生

じ
た

場
合

，
扶

養
の

事
実

に
変

更
（

消
滅

）
を

生
じ

た
場

合
又

は
配

偶
者

の
状

況
に

変
更

が
あ

っ
た

場
合

は
速

や
か

に
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

扶
養

手
当

は
，

申
告

書
が

事
実

発
生

日
か

ら
1
5
日

経
過

後
に

受
付

さ
れ

た
場

合
，

手
当

が
支

給
さ

れ
な

い
月

が
生

じ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

共
済

組
合

は
，

申
告

書
が

事
実

発
生

日
か

ら
3
0
日

経
過

後
に

受
付

さ
れ

た
場

合
，

事
実

発
生

日
か

ら
扶

養
認

定
で

き
ま

せ
ん

。
２

．
「

配
偶

者
の

な
い

職
員

と
な

っ
た

」
欄

又
は

「
配

偶
者

を
有

す
る

に
至

っ
た

」
欄

は
，

配
偶

者
の

扶
養

状
況

に
か

か
わ

ら
ず

，
事

実
が

発
生

し
た

場
合

に
は

，
年

月
日

を
記

入
し

て
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

３
．

年
間

所
得

推
計

額
は

，
そ

の
者

の
恒

常
的

な
収

入
と

し
て

将
来

に
向

か
っ

て
見

込
ま

れ
る

全
収

入
（

勤
労

所
得

，
資

産
所

得
，

そ
の

他
の

所
得

な
ど

）
の

推
計

額
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
４

．
「

当
該

被
扶

養
者

に
つ

い
て

の
共

済
組

合
，

扶
養

手
当

の
該

当
区

分
欄

」
は

，
認

定
を

受
け

よ
う

と
す

る
区

分
を

○
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。

５
．

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

被
扶

養
者

が
，

給
与

法
上

の
扶

養
親

族
の

認
定

（
扶

養
手

当
）

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
で

あ
る

と
き

は
「

　
」

，
そ

の
者

が
所

得
税

法
上

の
み

の
扶

養
親

族
の

認
定

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
で

あ
る

と
き

は
「

　
　

」
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
６

．
こ

の
申

告
書

及
び

添
付

書
類

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

は
給

与
に

関
す

る
必

要
な

手
続

き
統

計
調

査
を

行
う

目
的

で
利

用
す

る
も

の
で

あ
り

，
こ

の
目

的
以

外
で

利
用

又
は

提
供

す
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
７

．
※

印
は

記
入

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。

平
成

平
成

平
成

昭
和

令
和

明
治

　

大
正

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

認
定

（
取

消
）
を

受
け

よ
う

と
す

る
者
の

氏
名

明
治

　

大
正

昭
和

令
和

明
治

　

大
正

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

生
 
年
 
月

 
日

職
業

推
 
 
計

 
 
額

令
和

昭
和

日

現
　

　
住

　
　

所
（

別
居

の
み

記
入

）

明
治

　

大
正

昭
和

令
和

平
成

続　柄

当者証明印

認定の有無

扶養親族の

年
 
間

 
所

 
得

被
扶

養
者

の
要

件
を

備
え

又
は

欠
く

に
至

っ
た

年
月

日
及

び
そ

の
理

由

給与事務担

（
諸
手
当
）

再
交

付
数

所
　

属
　

部
（

室
）

グ
ル

ー
プ

名

フ
 
リ

 
ガ

 
ナ

（
諸
手
当
）

（
共
済
）

性
　

別

グ
ル

ー
プ

員
主

　
査

主
　

査

認
定

１

（
共
済
）

共
済

組
合

 
・

 
扶

養
手

当

配
偶

者
を

有
す

る
に

至
っ

た
配

偶
者

の
な

い
職

員
と

な
っ

た

共
済

組
合

 
・

 
扶

養
手

当

取
消

２

認
定

１

取
消

２

グ
ル

ー
プ

員

昭
和

平
成

副
Ｇ

Ｌ

生
年

月
日

組
合

員
氏

名

被
　

扶
　

養
　

者
　

申
　

告
　

書
（

兼
　

　
扶

　
養

　
親

　
族

　
届

）

組
 
 
 
合

 
 
 
員

 
 
 
証

 
 
 
番

 
 
 
号

グ
ル

ー
プ

リ
ー

ダ
ー

共
済

組
合

 
・

 
扶

養
手

当

認
定

・
取

消
年

月
日

当
該

被
扶

養
者

に
つ

い
て

の
共

済
組

合
，

扶
養

手
当

の
該

当
区

分
（

認
定

・
取

消
を

受
け

よ
う

と
す

る
区

分
を

○
印

で
囲

ん
で

く
だ

さ
い

）

判
定

理
　

由

取
消

２

認
定

１

取
消

２

認
定

１

共
済

組
合

 
・

 
扶

養
手

当

広
　
島
　

大
　

学
　

長

（
内

線
　

　
　

　
　

　
　

）

殿
文
部
科
学

省
共

済
組

合
　

広
島

大
学

支
部

長

性　別

住
　
所

氏
　
名

受
付
者

申
告

者

原
票

記
入

受
理

年
月

日
（

部
局

受
付

年
月

日
）

男
1 

・
 

女
2 

男
1 

・
 

女
2 

男
1 

・
 

女
2 

男
1 

・
 

女
2 





1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

Ｘ 0 7 5 3 4

元

5

元 年 月 日 別

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

郵便番号 （ ）

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

（町、村、番地を記入） 

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

－

（ ）

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

（町、村、番地を記入） 

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

被扶養配偶者
住 所 Ⅲ

カナ
(B03)

漢字
(C03) （何々様方、寮、マンション名等を記入）

被扶養配偶者
住 所 Ⅱ

カナ
(B02)

漢字
(C02)

カナ
(D01)

(名)

被扶養配偶者
住 所 Ⅰ

カナ
(B01)

漢字
(C01)

↑
郵便番号

被扶養配偶者

漢字
(D02)

(姓)

※組合員と住所が違っている方のみ記入

都道府県より市、郡、区までを記入

（何々様方、寮、マンション名等を記入）

生　 年 　月 　日
　

　※被扶養配偶者がいる者のみ以下を記入してください。

(元号コード：昭和3，平成4)

組　合　員
住　所　Ⅲ

カナ
(B03)

漢字
(C03)

都道府県より市、郡、区までを記入

組　合　員
住　所　Ⅱ

カナ
(B02)

漢字
(C02)

組　合　員
住　所　Ⅰ

カナ
(B01)

漢字
(C01)

↑

(性別：男子1，女子2)

組　合　員

生 　年 　月 　日 性
組　　　　合　　　　員　　　　氏　　　　名 基　礎　年　金　番　号

カナ
(A01)

漢字
(D02)

(姓) (名)

資格取得年月日 
・再取得年月日

年 月 日

(元号コード：昭和3，平成4)

別紙様式１

長  期  組  合  員  資  格  取  得  届

日

共 通 ヘ ッ ド

記
号

コード番号 長 期 組 合 員 番 号
共済組合名

令 和 年 月

文部科学省共済組合
組合 支部等 （整理番号）

支 部 又 は
所 属 所 名 広島大学支部

被　　 扶 　　養　　 配 　 偶　　 者 　　氏 　　名 基　礎　年　金　番　号
元 年　　月 日





1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

Ｙ

元

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46

19 20 21 22 23 24 25

－

26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

元

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

元
57 58 59 60 61 62 63

８…被扶養配偶者の認定年月日を修正した場合

９…被扶養配偶者の氏名・生年月日を変更又は修正した場合

② ③

組合 支部等

支 部 又 は
所 属 所 名

別紙様式２
長 期 組 合 員 資 格 変 更 届

① 令和　　年　　月　　日

共 通 ヘ ッ ド

記
号

コード番号

④長期組合員番号（9桁） 共済組合名

（変更内容にかかわらず 日月年生⑥)名氏の後更変は合場の更変名氏(名氏員合組⑤ ⑦
性
別

※ 元号コード

必ず記入してください）
※ 氏と名の間は１マスあけ、濁点も１マス使います。 年 月 日

カナ
（A01）

（昭和:3,平成:4,令和:5） 

※ 性別コード

（男性：1､女性：2）

 長  期  組  合  員  の  変  更  欄

⑧長期組合員
(A01)

※ 該当する項目
　コードの「１」
　をすべて○で囲
　んでください。

⑨漢字氏名
※ 漢字氏名の変更・修正の場合のみ記入
　してください。

漢字
(A02)

）名（）氏（

3626

氏名変更 1 住所変更 1

住所Ⅱ
(町、村、番

地）

カナ（B02）

漢字
(C02)

住所Ⅲ
(様方、マン

ション名・号室
等）

カナ（B03）

漢字
(C03)

⑩住所Ⅰ
郵便番号
（7桁）

カナ（B01）

※ 住所欄は住所変更等があった場合のみ変更後の住所を記入してください。
   なお、カナを記入する際、都道府県と市・区の間及び町村・番地の間は１マ
　スあけます。

 (都道府県から
郡、市、区ま

で） 漢字
(C01)

都 道
府 県

カナ
（D01）

被扶養配偶者
(D01)

※ 該当する項目
　コードの「１」
　を○で囲んで
  ください。

472717

 被  扶  養  配  偶  者  の  変  更  欄

⑪被扶養
配偶者

）桁01（号番金年礎基日月年生)名氏の後更変は合場の更変(名氏者偶配養扶被

※ 被扶養配偶者に変更があった場合は、変更内容にかかわらずカナ氏名欄・
  生年月日欄は必ず記入してください。

年 月 日

漢字氏名
※ 被扶養配偶者を新たに認定した場合及
　び漢字氏名変更・修正の場合に記入して
　ください。

漢字
(D02)

）名（）氏（

75

氏名変更（訂正） 1 生年月日訂正 1 認定又は取消 1 認定年月日の修正 1

56
２…死亡以外の事由により被扶養配偶者の認定を取消した場合
３…死亡により被扶養配偶者の認定を取消した場合

認定又は認定
取消等
(D01)

※ 該当する内容の変更区分コードを必ず記入してください。 変更
区分

認定・取消年月日
※ 被扶養配偶者を認定又は
　取消した場合と認定年月日
　を修正する場合のみ認定・
　取消年月日を記入してくだ
　さい。(国民年金第3号被保
　険者の該当又は不該当と
　なった年月日を記入してく
　ださい。)

年 月 日
１…被扶養配偶者を認定した場合

※被扶養配偶者の認定又は認定
取消の場合は記入してください。

syokuin-kyosai
タイプライターテキスト
0 7 5 3 4

syokuin-kyosai
タイプライターテキスト
文部科学省共済組合

syokuin-kyosai
タイプライターテキスト
広島大学支部



記 入 要 領（資格変更届）

本届は、登録済の長期組合員の資格事項を変更する場合に作成する様式です。

本届のコード番号、長期組合員番号、共済組合名、支部又は所属所名及び記入年月日は共済組合の記入欄です。

それ以外の項目は、長期組合員が記入し、共済組合経由で連合会へ届出してください。

また、記入にあたっては、誤りのないよう次の要領を参照のうえ、記入してください。

[共済組合記入欄] ①～④はどのような変更事項でも必ず記入してください。 
① 年月日欄…届出年月日を記入します。

② 組合コード欄（2～3 カラム）…組合コード表による１～30 までのコードを記入します。

③ 支部等欄（4～6 カラム）…組合において定められた支部等コードを記入します。

④ 長期組合員番号欄（7～15 カラム）

長期組合員番号 9 桁を記入します。（整理番号は記入しないでください。）

[組合員記入欄]  ⑤～⑦はどのような変更事項でも必ず記入してください。 
⑤ 組合員氏名の欄（19～38 カラム）

組合員カナ氏名欄はカタカナで左詰に記入します。氏と名の間は１マスあけ、濁点も１マス使います。

氏名は変更又は修正後の氏名を記入します。

外国人については、カナ氏名欄は、カタカナのみ記入し、漢字氏名欄には、カタカナで記入します。

⑥ 生年月日欄（39～45 カラム）

組合員の生年月日は元号コード（昭和：3、平成：4、令和：5）を含めて記入します。

また、生年月日は右詰で記入し、空きマスには 0 を記入します。

⑦ 性別欄（46 カラム）…該当するコード（男性：1、女性：2）を記入します。

[長期組合員の変更欄] 
⑧ 長期組合員（Ａ01）欄…該当する項目コードの「1」をすべて○で囲んでください。

氏名変更（62）…組合員の漢字氏名を変更又は修正する場合 
住所変更（63）…組合員の住所を変更又は修正する場合 

⑨ 漢字氏名欄は、組合員の漢字氏名の変更・修正の場合に記入し、組合員の漢字氏名・修正以外は記入しないでください。

⑩ 組合員の住所欄

組合員の住所変更又は修正がある場合のみ、変更後又は修正後の住所を記入してください。

（1）住所Ⅰ郵便番号欄（19～25 カラム）

 郵便番号７桁を左詰で記入します。海外居住者については、すべて「999－9999」と記入してください。 
（2）住所Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ欄

イ 組合員の住所Ⅰ～Ⅲの欄のカナ住所欄と漢字住所欄に記入してください。

 なお、カナ住所欄を記入する際、都道府県と市・区の間及び町村・番地の間などは 1 マスあけます。 
ロ 丁目・番地・号等は「－」（ハイフン）でつないで記入します。

ハ 海外居住者については、記入国名（「外国居住者に係る国名表」（資料６））のみを組合員住所Ⅰのカナ住所欄と漢字住

所欄に記入してください。

[被扶養配偶者（国民年金第３号被保険者）の変更欄] 
⑪ （1）から（3）までは被扶養配偶者の情報に変更があった場合は、変更内容にかかわらず必ず記入してください。

（1）被扶養配偶者氏名欄（19～38 カラム） 
 被扶養配偶者の情報に変更があった場合に記入します。組合員氏名の記入要領を同様にして記入します。

（2）生年月日欄（39～45 カラム） 
（3）基礎年金番号欄（46～55 カラム） 

 被扶養配偶者の基礎年金番号 10 桁を記入します。 
 ※ 基礎年金番号の修正又は追加登録する場合は、共済組合からの別途依頼文書が必要となります。

（4）被扶養配偶者（D01）欄…該当する項目コードの「1」を○で囲んでください。 
（5）漢字氏名欄は、組合員資格取得後又は再取得後に初めて認定した場合並びに漢字氏名の変更・修正の場合に記入します。 

外国人については、カナ氏名欄は、カタカナのみ記入し、漢字氏名欄には、カタカナで記入します。

（6）認定・取消等の変更区分欄（56 カラム） 
※ 該当する内容の変更区分コードを必ず記入してください。

1…被扶養配偶者を認定した場合 
2…死亡以外の事由により被扶養配偶者の認定を取り消した場合 
3…死亡により被扶養配偶者の認定を取り消した場合 
8…被扶養配偶者の認定年月日を修正した場合 
9…被扶養配偶者の氏名・生年月日を修正した場合 

（7）認定・取消年月日欄（57～63 カラム） 
 被扶養配偶者を認定した場合は認定年月日（国民年金第３号被保険者に該当することとなった日）に元号コード（令和：5）を含

めて記入します。

被扶養配偶者の認定を取消した場合は取消年月日（国民年金第３号被保険者に該当しないこととなった日）に元号コード（令和：

5）を含めて記入します。離婚の場合は、離婚成立日の翌日を記入します。 

被扶養配偶者の認定年月日を修正する場合は、修正後の認定年月日に元号コード（令和：5）を含めて記入します。 

被扶養配偶者の氏名・生年月日を修正した場合は記入不要です。

注 被扶養配偶者の届出をするときは、この届を提出するほか、共済組合経由で所轄の年金事務所へ国民年金第 3 号被保険者の届出が必

要となります。



扶 養 の 申 立 書 

１ 被扶養者の氏名等 氏 名 性別 生 年 月 日 続柄 
配偶者

の有無 

住居
区分 

男 

女 

S・H・Ｒ  年  月  日

（ 歳） 

有 

無 

同居 

別居 

２ 被扶養者の収入状況等 □ 無職無収入です。

□ 公的年金収入（遺族・障害年金含む）が、年間 円です。 

その他の収入が （ ある ・ なし ）

□ 雇用保険（失業給付）については申立書（裏面）のとおりです。

□ 雇用保険（失業給付）による収入が、日額   円です。 

□ 事業・農業・資産等の収入が、年間   円です。 

□ パート・アルバイト等（個人年金を含む。）による収入が、

月額 円×12月 ≒ 年間推計収入額  円です。 

□ 別居のため、月 円の送金をしています。（年間推計送金額 円） 

※組合員の年送金額等は、被扶養者年間収入額と年送金額の合計の３分の１以上必要です。 

□ その他（    ） 

※ 

３ 扶養義務者の状況 

□ 有（右記のとおり） 

□ 無

組合員の年間収入額 

（ 円） 

氏 名 続柄 年齢 
同居・
別居の
区別 

職業 年間収入額 

円 

円 

円 

円 

４ 組合員が扶養(生計

を維持)しなければな

らない具体的な理由 

５ 被扶養者の前加入健

康保険名 
健康保険名： （□ 本人 ・ □ 家族の扶養） 

※  扶養義務者とは、配偶者、父母、兄弟姉妹等をいう。ただし、被扶養者申告書に記入している者及び既に認定してい

る者は除く。 

（注）□欄には、該当事項に必ずチェック印してください。 

 上記のとおり、認定を受けようとするものは、主として私の収入により生計を維持していることを申し

立てます。 

なお、被扶養者に認定限度額〔月額１０８，３３３円（年額１３０万円）ただし、６０歳以上の年金受

給者又は障害年金受給者は年額１８０万円（※）〕以上の所得が生じた場合、又は扶養の事実がなくなっ

た場合には、延滞なく届け出ることを併せて申し立てます。 

（※）扶養手当の認定限度額は年金受給者であっても月額１０８，３３３円（年額１３０万円）です。 

令和 年   月 日 

文部科学省共済組合広島大学支部長 殿 

組合員氏名(自筆) ㊞ 



雇用保険にかかる申立書 

私が扶養する は、 

  （続柄：    、 生年月日 年 月 日） 

別添のとおり、令和   年 月 日付けで退職しました。 

雇用保険法に基づく失業等給付について、下記のとおり申し立てます。 

記 

１．雇用保険の被保険者となっていないため、受給資格がありません。 

２．受給手続きを行っていないため、今後も受給しません。 

３．別添の「雇用保険受給資格者証」の写しのとおり、現在受給手続き中のた

め、待機期間満了後、受給開始したことを速やかに申し出ます。 

４．受給手続きを行っていませんが、今後手続きする予定です。その際には速

やかに申し出ます。 

令和   年 月 日 

文部科学省共済組合広島大学支部長 殿 

申立者（組合員） 所属 

  氏名 



◎◎◎◎扶養取消要件扶養取消要件扶養取消要件扶養取消要件についてについてについてについて    

    
    
    
    
    
    
（（（（具体例具体例具体例具体例））））    

支給月 支給対象期間 月額 3 ヶ月平均 年間収入 

4 月 3/1～3/31 107,000   107,000 

5 月 4/1～4/30 107,000   214,000 

6 月 5/15/15/15/1～5/31 110,000 108,000 324,000 

7 月 6/1～6/30 109,000 108,667 433,000 

8 月 7/17/17/17/1～7/30 100,000 106,333 533,000 

9 月 8/1～8/31 110,000 106,333 643,000 

10 月 9/1～9/30 120,000 110,000 763,000 

11 月 10/1～10/31 90,000 106,667 853,000 

12 月 11/1～11/30 120,000 110,000 973,000 

１月 12/1～12/31 100,000 103,333 1,073,000 

2 月 1/1～1/31 110,000 110,000 1,183,000 

3 月 2/12/12/12/1～2/28 120,000 110,000 1,303,000 

4 月 3/1～3/31 100,000 110,000 1,296,000 

◎◎◎◎記入記入記入記入例例例例    

[[[[扶養扶養扶養扶養しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない理由理由理由理由]]]]    
    なぜ、組合員が扶養しなければならないかを以下の例のように詳細に記入してください。 
１．父母の場合 

どちらか一人を扶養する場合は、父母それぞれの配偶者の状況も併せて記入してください。 
別居している場合はその理由と送金（予定）の状況を必ず記入してください。    
（例 1）：母は平成○年○月父と離婚し、現在は年金収入のみである。子供は私一人であるため扶

養しなければならない。 
（例 2）：両親は年金収入のみで収入が少なく扶養しなければならない。両親は先祖の田畑及び家

を守らなければならないため別居しているので、月々○○万円送金している。 
２．自宅勉学者・各種学校生及び予備校生・専門学校生などの場合 
   （例 1）：○○試験受験のため、勉学に専念しておりアルバイト等は一切していないため、私が扶

養する必要がある。 
３．被扶養者に前職がある場合 
   （例 1）：平成○年○月○日に退職し，現在は無職・無収入であるため扶養しなければならない。 
４．同居を必要とする被扶養者の場合 （兄、姉、叔父母、伯父母、甥、姪、配偶者の父母等） 
   なぜ，組合員が扶養しなければならないかを詳細に記入してください。 
５・被扶養者に所得がある場合 
   （例 1）：現在パートでつとめているが収入が少なく自活できないので、扶養しなければならない。 

［［［［他他他他のののの扶養義務者扶養義務者扶養義務者扶養義務者のののの状況状況状況状況］］］］    

組合員以外で対象の被扶養者を扶養できる収入のある方の状況を記入してください。 

（例）被扶養者が子で組合員の扶養に入っていない配偶者がいる場合。 

氏 名 年齢 続柄 職業 年 収 同居・別居の別 

広大 花子 ４７ 母 会社員 １５０万円 同居 ・ 別居 

  →子子子子をををを夫婦共同扶養夫婦共同扶養夫婦共同扶養夫婦共同扶養するするするする場合場合場合場合、、、、組合員組合員組合員組合員のののの方方方方がががが配偶者配偶者配偶者配偶者よりよりよりより収入収入収入収入のののの多多多多いいいい場合場合場合場合にににに子子子子をををを扶養認定扶養認定扶養認定扶養認定しますしますしますします。。。。    

(例) 該当被扶養者が父・母の場合で組合員の兄弟がいる場合。 

氏 名 年齢 続柄 職業 年 収 同居・別居の別 

広大 二郎 ４０ 弟 会社員 ３００万円 同居 ・ 別居 

共済 花代 ３５ 妹 パート １２０万円 同居 ・ 別居 

 →夫婦は相互に扶養する義務がありますが、子供が扶養する場合、組合員以外に子供がいないか確認す

るため戸籍謄本、また、他の子供が扶養できない、またしていない状況を確認するため別途任意の申立

書の提出も必要です。扶養の申立書にも他の兄弟の有無等の情報の記入が必要です。 

・ 3 ヶ月平均が 108,334 円以上となった後に、年間 130 万円以上となる見込みがあると申告した場合

は、3 ヶ月平均をとった翌月（4 ヶ月目）の給与支給対象期間の初日から扶養取消扶養取消扶養取消扶養取消となります。 

・ 3 ヶ月平均が 108,334 円以上となった後に、その時点では年間 130 万円以上の見込みがなかった 

が、検認時等で、結果的に年間 130 万円をこえた場合は、最初に 3 ヶ月平均が 108,334 円以上と

なり、その中で最初に月額 108,334 円以上となった月の給与支給対象期間の初日から扶養取消扶養取消扶養取消扶養取消と

なります。 

・4月～翌3月の12ヶ月の合計が1,303,000円となり、

年額 130 万円以上となっている。 

・4 月～翌 3 月の 12 ヶ月の間に 3 ヶ月平均が 108,334

円以上の月がある。この場合はその 3 ヶ月のうち最

初に月額 108，334 円以上となった月の給与支給

対象期間の初日である 5/15/15/15/1 からからからから扶養取消扶養取消扶養取消扶養取消ととととなる。 

・3 ヶ月平均が 108,334 円以上の月がない場合は、

130 万円以上となった月の給与支給対象期間の初

日である 2/12/12/12/1 からからからから扶養取消扶養取消扶養取消扶養取消ととととなる。 

 

※6 月～8 月の 3 ヶ月平均が 108,334 円以上になり、

この時点で 130 万円以上の見込みがあると申告し

た場合は 3 ヶ月平均をとった翌月（4 ヶ月目）の給与

支給の対象となった期間の初日である 7/17/17/17/1 からのからのからのからの

扶養取消扶養取消扶養取消扶養取消となる。 
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　連合会

　加入共済組合

地方の

共済組合

　　　　　組合員がわかる範囲で記入、連合会加入共済組合で

　　　　　点検の上、整備補完してください。
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の
方
に
）

 

①
 
標
題
の
転
出
・
転
入
に
つ
い
て
該
当
す
る

文
字
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

②
 
長
期
組
合
員
番
号
欄
は
、
国
家
公
務
員
共

済
組
合
連
合
会
で
決
定
し
た
長
期
組
合
員
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

③
 
コ
ー
ド
①
の
カ
ラ
ム
欄
は
組
合
コ
ー
ド
を

、
コ
ー
ド
②
の
カ
ラ
ム
欄
は
支
部
等
コ
ー
ド
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

④
 
組
合
員
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
の
カ
ラ
ム
欄
は

、
左
詰
め
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。（
姓
と
名
の
間
は
１
マ
ス
あ
け
る
。
濁
点

(゛
)、

半
濁
点

(゜
)は

１
マ
ス
用
い
る

。）
 

⑤
 
生
年
月
日
の
カ
ラ
ム
欄
は
、
右
詰
め
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。（
元
号
は
、
昭
和
は
「

3
」、

平
成
は
「

4
」
を
記
入
）
性
別
の
カ
ラ
ム
欄
は
、
該
当
す
る
番
号
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

⑥
 

組
合
員
資
格

取
得
年
月
日

欄
は
、

今
回
の
転
出

又
は
転
入
に

引
き
続

く
資
格
取
得

年
月
日
を
記

入
し
て

く
だ
さ
い
。
（
カ

ラ
ム
欄
は
右
詰
で

、
元
号
は
、

昭
和
は
「

3
」
、
平
成

は
「

4
」
、
令
和

は
「

5
」
を
記
入
）

 

⑦
 
組
合
員
資
格
喪
失
年
月
日
欄
は
、
転
出
の
日
（
退
職
日
の
翌
日
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。（
カ
ラ
ム
欄
は
右
詰
で
、
元
号
は
、
昭
和
は
「

3
」、

平
成
は
「

4
」、

令
和
は
「

5
」
を
記
入
）

 

届
書
の
提
出
方
法
（
共
済
事
務
担
当
の
方
に

）
 

①
 
組
合
員
が
記
入
し
た
届
書
を
点
検
の
上
、

整
備
補
完
し
て
く
だ
さ
い
。

 

②
 
転
出
の
場
合
は
、
転
出
時
ま
で
の
履
歴
書

（
任
命
権
者
の
証
明
印
が
必
要
）
及
び
組
合
員
期
間
等
証
明
書
（
支
部
長
の
証
明
印
が
必
要
）
が
必
要
で
す
。

 

提
出
先
及
び
内
容
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
先

 

〒
102-8082

 
東

京
都

千
代
田

区
九
段
南

1
－

1
－

10
 
九
段
合
同
庁
舎

 
 
 
 
 
 
 
国
家

公
務

員
共

済
組
合

連
合
会
年
金
部
 
資
格
管
理
課
 

TEL
 

03
－

3265
－

8141 
 備
考
 
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格

A4
と

す
る
。

 



＜雇用保険 被保険者番号調書＞ 

過去に雇用保険被保険者となったことのある方は，本学での雇用保険資格取得手続きの際，以前

取得した雇用保険番号が必要です。（もし過去に広島大学で雇用保険がかかっていた状態で勤務され

ていて，退職しその後２年のうちに再採用の場合は，雇用保険番号調書の提出は必要ありません。） 

   以下に記入の上，採用日から１０日以内に提出願います。（被保険者証をお持ちの方は，写しを

添付ください。） 

  また、旧姓のあるかたは，旧姓も記入願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【雇用保険被保険者証見本】 

 （パターン１） 

 

 

 

 

 

 

 

 （パターン２） 

 

 

 

 

 

 

担当係：財務・総務室人事部人事グループ（福利厚生担当） 

内 線：東広島 5036 

 

※ 記載された個人情報は，雇用保険に関する必要な手続を行うために使用するものであり，第三者に提供 

又は公表することはありません。 

職員番号                 

所  属                   内線番号          

フ リ ガ ナ                                                      フ リ ガ ナ 

氏  名                   旧  姓          

採用年月日       年    月    日  

生  年  月  日       年    月    日  

職  歴  □ あり   □ なし 

被保険者番号（11 ケタ）        －          －     
※「被保険者番号」は１人につき１つの専用番号で，転職や再就職した場合も同じ番号を使用します。 





〒 -

 □要/Needed

 □不要/Not Needed ※２

□ 銀行/Bank     □ 漁協/Fisheries Cooperative  Association

□ 信用組合/Credit Union   □ 農協/Japan Agricultural　Cooperatives

□ 信用金庫/Shinkin Bank  □ 農林中金/Norinchukin Bank

□ 労働金庫/Labour Bank  □ 商工中金/Shoko Chukin Bank

□ 本店/Central Branch   □ 出張所/Mini Branch

□ 支店/Branch Office

   □普通預金（０１）　　　□当座預金（０２）　　□その他（　　                    　　）
    Ordinary Account      Checking Account    Others

（右詰め）/Right-aligned number

(注) １．振込先は債主名義（本人の場合は本人名義、法人の場合は法人名義）の預金口座を原則とします。
Note

２．氏名又は法人名欄には、必ずフリガナをお願いします。

３．ゆうちょ銀行を希望される場合は、必ず、振込用の店名・預金種目・口座番号をご記入下さい。

経理担当：

※ （学生，教職員の方へ）口座振込手数料削減の観点から，広島銀行を奨励します。
　　（To students, faculty and staff）In order to avoid account transfer fees, we encourage you to use Hiroshima Bank.

( 広 島 大 学 提 出 用 /For Submission at Hiroshima University)

令和　 　年　 　月　　 日
Reiwa Year/Month/Day

銀行口座振込依頼書 （ 新規 ・ 変更 ）兼　業者登録依頼書
Salary Transfer Form　（Application・Account Information Change）and　Money Transfer Request Form（New・Change）

広 島 大 学 出 納 担 当 職
 殿

共 通 事 務 室 経 理 担 当 主 幹

To the Financial Controller. Accounting senior manager of  Common Administrative Services Office 

所　　属
Department

種　別
Classificatio

n

□一般/General    □職員/Personnel  □業者/Business Operator

□学生/Student　　□非常勤講師/Part-time Lecturer

□契約･非常勤職員/Contract Employee or Adjunct

広大ＩＤ（業者コード)
Hiroshima University ID

(Operator Code)

※１

フリガナ/Name in Katakana

氏名又は法人名
（ 債 主 名）

Full name or corporation name
(Creditor’s name)/Signature

自署
(Signature)

住所/Address

電話番号
Telephone Number

ＦＡＸ番号
Fax Number

電子メールでの振込通知 E-mailアドレス
Transfer notification by E-mail E-mail Address

※１　広島大学の職員は職員番号、広島大学の学生は学生番号を記入して下さい。その他の方は記入不要です。
　　　Staff of Hiroshima University, please use your personal number; students of Hiroshima University please use your student number; others,
      please leave blank.
※２　振込通知希望の場合のみご記入下さい。携帯電話への送信はできません。
　　　If you checked "Needed", please write your E-mail address here.　We can't send e-mail notifications to cell-phone addresses.

※本学担当者記入欄(R/3必要項目)

   Space for university personnel use

仕 入 先 勘 定 グ ル ー プ
　/H00 教職員　　/H01 一般業者　　/H10 公共料金　　/H40 外国送金業者　　/H50 その他

　/H60 国等　 /H70 科研　 /H90 代人　 /HAH 学生A～H　 /HJZ 学生J～Z　 /HZA 学生ZA～ZK

業 者 区 分
  /01 定員内　/02 非常勤　/03 非常勤講師  /04 賃金職員  /05 国等   /06 代人 　

  /07 業者(大企業)    /08 業者(中小企業)　   /09 市町村　   /10 学生　   /99 その他

※通帳をご確認のうえ、金融機関コードの記入もお願いいたします。
　 Please refer to your bank book in order to fill out the bank code.

支 払 条 件   /0001振込     支   払   方   法 　/ T銀行口座振込

広島大学から私に支払われる経費等は、下記銀行口座に振り込んでください。
Please remit the expenses to be paid to me from Hiroshima University to the following bank account.

取扱部局名： 取扱担当者名： 内線番号：

預金種別
Deposit Account Type

口座番号
Account Number

フリガナ
Name in Katakana

口座名義
Name of Account Holder

　　As a general rule the transfer destination is an account in the name of the creditor (the person’s name if it is a person,
    the corporation’s name if it is a corporation).

　　In the ‘Full Name or Corporation Name’ section, be sure to also write the name in katakana.

　　If you would like to use Japan Post Bank, always, please fill in the branch’s name, deposit account type, and account
    number for transfer.

４．この依頼書に記載された個人情報は、銀行振込に関する必要な手続き及び源泉徴収票作成（謝金振込の場合のみ）を行う目的で
    利用するもので　あり、この目的以外で利用又は提供することはありません。
　　Personal information contained in this request form is to be used for the purpose of carrying out the procedures necessary
    for bank transfers and tax withholding rewards, and will not be used nor shared for any other purpose.

金融機関名
Name of Bank

支店名
Name of Branch Office

金融機関コード
Bank Code





採用時健康診断の受診について 

 

広島大学財務・総務室人事部人事グループ 

 

 広島大学に採用され，週の勤務時間が３０時間以上の方は，採用時健康診断を受診する必要があり

ます。該当する方は，下記を参照の上，必ず受診してください。 

なお，採用月または勤務場所によって受診までの手順が異なります。詳しくは以下の受診方法等を

確認してください。 

 また，すでに保健管理センターで採用時健康診断を受診した方（配置換以前の採用も含む。）又は，

採用前３か月以内に外部医療機関において必要な項目すべて（２．受診項目参照。）を受診した健康診

断の結果を本学に提出した方は，受診する必要はありません。 

  

１．受診までの手順 

該当する採用日に伴う手順に従って受診してください。 

 【A】 通常月 ※B以外の期間で採用 

下記の担当者に連絡し，随時実施される採用時健康診断予定日を確認して予約の上，受診してくだ

さい。 

場 所：（東広島キャンパス）保健管理センター 

：（霞キャンパス）保健管理センター 霞分室  

 【B】 ４月１日～５月１０日頃までの採用 

４月実施の採用時健康診断予定日または職員（特別）定期健康診断の際に受診してください。 

該当者には個別に案内通知を送付しますので，案内文に記載された日程及び予約方法等を確認の上，

受診してください。 

場 所：（東広島キャンパス）保健管理センター 

：（霞キャンパス）案内文に記載した場所を確認してください 

   

※ 東広島地区及び霞地区以外のキャンパスに勤務される方は，別途ご案内しますので，所属グループの支援室

又は下記担当まで連絡してください。 

 

２．受診項目 （項目が不足している場合は不足項目のみ受診が必要です。） 

  既往歴及び業務歴／自覚症状及び他覚症状の有無／身長／体重／腹囲／視力／聴力／血圧／ 

血液検査（AST,ALT,γ-GTP,LDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ,HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ,中性脂肪，血糖，赤血球，血色素量）／ 

尿（蛋白・糖）／心電図／胸部Ｘ線／総合所見 

※ 聴力検査は，1000Hz の 30dB 及び 4000Hz の 30dB で純音を用いて，ｵｰｼﾞｵﾒｰﾀｰで検査します。 

※ 妊娠中の女性は，腹囲・胸部 X 線検査を省略できます。 

 

３．注意事項 

・ 血液検査を行います。食後６時間以上あけて検査を受けると正確な数値で判定できます。 

なお，水・お茶（無糖，油分の含まれないもの。）は摂取しても構いません。 

・ 職員証をご持参ください。受付時に必要です。 

・ 胸部 X 線検査を行います。妊娠中または妊娠の可能性のある方は，当日受付にてお知らせください。 

・ 心電図の検査時に両足首にも電極を付けますので，ストッキング・タイツ等はご遠慮ください。 

 

※ 身体等に障がいのある方，視覚・聴覚等に障がいのある方，代筆者の必要な方，車いす使用の方，介助者の必

要な方などは，事前にご連絡ください。 

 

担当：福利厚生担当 

TEL:082-424-6022（内線：東広島(84-)6022） 

mail:syokuin-fukuri@office.hiroshima-u.ac.jp 

別添地図参照 
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令和３年７⽉ 20 ⽇
教職員の皆様へ

広島⼤学⻑ 越智 光夫

「広島⼤学基⾦」への⽀援及び「広島⼤学校友会」への⼊会のお願い

皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
このたび、昭和５０年から私費外国⼈留学⽣を⽀援してきた「広島⼤学外国⼈留学⽣を援

助する会」を広島⼤学基⾦に組み⼊れ、新たに「外国⼈留学⽣⽀援基⾦」を設置することと
しました。今後は、広島⼤学基⾦の⼀部として広く募⾦活動を⾏い、外国⼈留学⽣援助の拡
充を⽬指します。また、寄附者は、⼤学への寄附として所得税法上の優遇措置を受けること
ができるほか、教職員であれば給与控除による寄附が可能です。

つきましては、給与控除による基⾦への寄附⼿続きを改めてご案内しますとともに、「外
国⼈留学⽣⽀援基⾦」への⽀援もご検討いただきますようお願いします。

併せて、「広島⼤学校友会」への⼊会もご案内します。校友会の終⾝会費は、教職員であ
れば給与控除による⽀払いが可能です。未だ、⼊会されていない⽅は、この機会にぜひご検
討いただきますよう重ねてお願い申し上げます。

１．「広島⼤学基⾦」への寄附について 
広島⼤学基⾦は、皆様からのご厚志を本学独⾃奨学⾦、短期海外研修、⼤学院⽣の海外

発表への⽀援、外国⼈留学⽣への⽀援などに活⽤しておりますので、ぜひご協⼒ください。 
給与控除による申込みは、別紙申出書により「毎⽉⼀⼝ 500 円から」可能です。
また、随時の寄附も以下の URL から受け付けています。

URL： https://www.hiroshima-u.ac.jp/yakudou

２．「広島⼤学校友会」への⼊会について 
校友会は、学⽣⽀援事業を更に充実させると共に、学部、研究科、同窓会の枠を超えた

在学⽣、卒業⽣、教職員によるコミュニティー形成を⽬的としています。令和６年度の広
島⼤学創⽴７５周年事業に向けて、オール広島⼤学のネットワーク拡充を⽬指していま
すので、未⼊会の⽅はぜひ⼊会ください。

校友会の終⾝会費２万円は、給与控除により⽀払い可能です。別紙申出書により「⼀括」
または「毎⽉ 500 円で 40 回」いずれかの⽀払い⽅法を選択ください。

広島⼤学では、教職員⼀丸となって未来社会に貢献できる⼈材の育成に取り組みたいと
思います。格別のご理解とご⽀援をいただきますようお願いします。



 
 
■校友会の会費及び基⾦への寄附⾦の納付⽅法について 
 

校友会の会費及び基⾦への寄附⾦は、別紙の「⼊会・寄附申出書、賃⾦控除に関する同
意・委任書、個⼈情報提供に関する同意書」（以下「⼊会・寄附申出書等」）を提出するこ
とにより、給与から差し引くことができます。 
 

① 給与からの控除データ作成等のための期間が必要になりますので、「⼊会・寄附申
出書等」は，⼊会⼜は寄附開始の前⽉２５⽇までに基⾦室または部局等の担当部署
（各部局等⽀援室、 病院総務グループ⼜は各理事室等総務担当）へご提出願います。 

 
② 基⾦室または部局等の担当部署への提出が上記期⽇を過ぎた場合（２６⽇〜⽉末） 

は，提出⽉の翌々⽉から⼊会⼜は寄附開始することになりますので、「⼊会・寄附申
出書等」の記載内容をご確認願います。 
「⼊会・寄附申出書等」に係るお問合せにつきましては、下記にお願いいたします。 

 
 

【提出・お問合せ先】 
 ■「広島⼤学基⾦」に関すること 

  広島⼤学基⾦室   内線：（東広島）５０１８，５１９９ 
              E-mail: soumu-koyu@office.hiroshima-u.ac.jp 

（ウェブサイト）https://www.hiroshima-u.ac.jp/yakudou 
 

■「広島⼤学校友会」に関すること 
広島⼤学校友会事務局（広島⼤学基⾦室内） 

 内線：（東広島）４４０３，６０１５ 
 E-mail: soumu-koyu@office.hiroshima-u.ac.jp 

（ウェブサイト）https://www.hiroshima-u.ac.jp/koyukai/ 
 



 

入会・寄附申出書，賃金控除に関する同意・委任書，個人情報提供に関する同意書 
 

入会・寄附申出書 

広島大学長 

広島大学校友会会長 越智 光夫  殿 

 

私は，以下にチェックした事項について申し出ます。 

 
① 広島大学基金への寄附 

□ （新規）令和  年  月から毎月，一口５００円×  口の寄附を開始する。 

□ （変更）令和  年  月から毎月，一口５００円×  口の寄附に変更する。 

□ 基金への寄附のうち     口を「修学支援事業基金」への寄附とする。 

□ 基金への寄附のうち     口を「外国人留学生支援基金」への寄附とする。 

□ 寄附金情報のホームページ公開について承諾する。 

□ 確定申告用の領収書発行を希望する。 

 
② 広島大学校友会への入会（終身会員の会費：２万円） 

□ 既に入会している。 

□ 令和  年  月から入会する。（毎月５００円×４０回） 

□ 令和  年  月から入会する。（一括：２万円） 

 

※ 該当事項にチェック（レ印）し，下線部に必要事項を記入してください。 

賃金控除に関する同意・委任書 

広島大学長 越智 光夫 殿 

 

私は，上記で入会又は寄附を申し出た事項の会費又は寄附金について，私に支給される当該月分の

給与から，毎月控除されることに同意するとともに，控除された会費又は寄附金について，広島大学

から会又は基金へ支払われることを委任します。 

 

個人情報提供に関する同意書 

広島大学長 越智 光夫 殿 

 

私は，広島大学の人事・給与情報として届け出ている私の職員番号，氏名，所属，職名，現住所， 

郵便番号及び雇用期間のデータが，賃金控除に同意した広島大学校友会に提供され，又は広島大学基

金に関する事務担当に提供されることに同意します。 

 

 

 
令和 年 月 日 

 

職員番号  
 

 

ふりがな 

所 属  氏 名(自署)  
 

※上記に記載された個人情報及び広島大学から提供されたデータは，広島大学校友会又は広島大学基金において行われ
る入会又は寄附手続，会員情報の管理及び会報等の送付のために使用するものであり，それ以外の目的で使用又は提
供することはありません。 



入会・寄附申出書，賃金控除に関する同意・委任書，個人情報提供に関する同意書 
 

入会・寄附申出書 

広島大学長 

広島大学校友会会長 越智 光夫  殿 

 

私は，以下にチェックした事項について申し出ます。 

 
① 広島大学基金への寄附 

□ （新規）令和 ３ 年 ９ 月から毎月，一口５００円×  ３ 口の寄附を開始する。 

□ （変更）令和  年  月から毎月，一口５００円×  口の寄附に変更する。 

□ 基金への寄附のうち  １  口を「修学支援事業基金」への寄附とする。 

□ 基金への寄附のうち  １  口を「外国人留学生支援基金」への寄附とする。 

□ 寄附金情報のホームページ公開について承諾する。 

□ 確定申告用の領収書発行を希望する。 

 
② 広島大学校友会への入会（終身会員の会費：２万円） 

□ 既に入会している。 

□ 令和 ３ 年 ９ 月から入会する。（毎月５００円×４０回） 

□ 令和  年  月から入会する。（一括：２万円） 

 

※ 該当事項にチェック（レ印）し，下線部に必要事項を記入してください。 

賃金控除に関する同意・委任書 

広島大学長 越智 光夫 殿 

 

私は，上記で入会又は寄附を申し出た事項の会費又は寄附金について，私に支給される当該月分の

給与から，毎月控除されることに同意するとともに，控除された会費又は寄附金について，広島大学

から会又は基金へ支払われることを委任します。 

 

個人情報提供に関する同意書 

広島大学長 越智 光夫 殿 

 

私は，広島大学の人事・給与情報として届け出ている私の職員番号，氏名，所属，職名，現住所， 

郵便番号及び雇用期間のデータが，賃金控除に同意した広島大学校友会に提供され，又は広島大学基

金に関する事務担当に提供されることに同意します。 

 

 

 
令和 ３年 ８月 ２０日 

 

職員番号  ○○○○○○○  
 

 

ふりがな 

所 属   ○○○○  氏 名(自署)  ○ ○ ○ ○   
 

※上記に記載された個人情報及び広島大学から提供されたデータは，広島大学校友会又は広島大学基金において行われ
る入会又は寄附手続，会員情報の管理及び会報等の送付のために使用するものであり，それ以外の目的で使用又は提
供 す る こ と は あ り ま せ ん 。

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

✔ 

記載例 

控除希望月の前月２５日までに

お申し出ください。 

寄附口数のうち、修学支援または留

学生支援を希望する口数を、内数で

指定ください。（指定がない口数は

使途一任とします） 

「外国人留学生支援基金」は令和３年９月

から給与控除が可能です。 

所得税法上の

優遇措置を手

続きする際は

領収書が必要

です。 

申出書は、各理事室・各部局等の総務担当部署、または基金室へご提出ください。 



教職員各位 

障がいがある方の在職状況の確認について（依頼） 

 

                               広島大学障がい者雇用推進室  

 （財務・総務室人事グループ） 

 

近年，共生社会の進展に伴い，障がいがある方の就業意欲が高まる中，障がいがある方の就業機会の

拡大による職業的自立を図ることが求められており，本学でも，障がいがある方とない方がお互いに区

別されることのない共生社会の実現に向け，さまざまな取り組みを進めております。 

また，「障害者の雇用の促進等に関する法律」により，すべての事業主は，障がい者雇用率を達成，

維持するよう法律上の義務が課せられており，民間企業は労働者の 2.0%，国・地方公共団体・大学等

の公的機関は 2.3%の障がい者雇用率を達成することや，毎年 1 回雇用状況について報告することが義

務づけられています。 

つきましては，障がいがある方の在職状況を把握させていただきたいため，下記による申出について

ご理解の上，ご協力くださいますようお願いいたします。 

 なお，この確認は，厚生労働省作成のガイドラインに基づいて，全職員にお渡ししておりますことを

申し添えます。 

記 

【申出の対象者】 

  ・ 身体障害者福祉法に規定する身体障害者手帳保持者 

  ・ 児童相談所，知的障害者更生相談所，精神保健福祉センター，精神保健指定医又は障害者職業

センターにより知的障害者と判定された者 

  ・ 精神障害者保健福祉手帳保持者 

【申出の方法】 

  ・ 以下「申出書」にご記入の上，採用日から 30 日以内に障がい者雇用推進室（財務・総務室人

事グループ（職員人事担当））宛に学内便又はメール（jinji-soumu@office.hiroshima-u.ac.jp） 

で申出願います。 

【利用目的及び情報の管理等】 

  ・ 申出のあった情報は障がい者雇用状況報告のみに毎年度利用し，厳重に保護・管理します。 

なお，この報告は数値のみの報告であり，個人が特定されるものではありません。 

  ・ 申出又は申出されないことにより，不利益な取扱いがされることはありません。 

 

   

 

 

 

切り取り線 

申出書 

 所属（                ） 

                       職名（                ） 

氏名（                ） 

障がいの種類 障がいの程度 

 身体 ・ 知的 ・ 精神       級 

【担当】財務・総務室人事グループ（職員人事担当） TEL：（東広島）6026 

    e-mail：jinji-soumu@office.hiroshima-u.ac.jp 





 

 











 





分野
Fields

必修・　選択必修
Required or compulsory elective

研修会
Workshop

研修時間
Time

要受講時間数
(H)

Required
①新任教員研修オリエンテーション
Orientation for new teacher training

2.5

②新採用教職員研修
Newly-recruited teacher training

3

③ハラスメント研修会
Harassment workshop

1

④メンタリング研修会
Mentoring workshop

1.5

⑤高等教育公開セミナー
Open seminar on higher education

4

⑥アカデミックポートフォリオ作成
Academic portfolio preparation

15

⑦大学教育論
Theory of university education

4

⑧授業研究(1)
Lesson study (ⅰ)

3

⑨英語による授業の方法
Methods for teaching in English

3

⑩大学入試制度の変化・入学後の学習状況
Changes in university examination systems and learning
situations after admission

1.5

⑪授業方法研修会
Workshop on teaching methodology

3

⑫マイクロ・ティーチング(模擬授業)
Micro-teaching (trial lesson)

3

⑬アクティブラーニングを促す授業の方法
Teaching methods to facilitate active learning

6.5

⑭ICTを用いた授業の方法
Teaching methods utilizing ICT

2.5

⑮授業研究(2)
Lesson study (ⅱ)

3

⑯TA研修会(実践編)
TA workshop (for practice)

1.5

⑰ティーチングポートフォリオ作成
Teaching portfolio preparation

15

⑱教養教育新任教員研修会
Cultural education workshop for new teachers

1.5

⑲教養教育授業参観・研究会
Cultural education class observation and workshop

3

必修
Required

⑳メンタルヘルス相談研修会
Mental health consultation workshop

1.5 1.5

㉑学生支援教職員研修会
Student support teacher workshop

1.5

㉒チューター研修会
Tutor workshop

3

㉓留学生支援研修会
International student support workshop

3

㉔アクセシビリティ研修会
Accessibility workshop

3

㉕研究力強化概論
Research ability enforcement introduction

1.5

㉖研究マネジメント研修
Research management workshop

1.5

㉗研究費獲得研修
Research expenses procurement workshop

1.5

㉘環境安全講習
Environmental safety course

1.5

㉙動物実験講習会
Animal testing session

1

㉚遺伝子組換え生物等使用実験安全講習会
Safety session for testing utilizing genetically-engineered

1

㉛機器使用に関する講習・セミナー
Course and seminar on equipment utilization

1.5

㉜英語論文ライティングセミナー
Seminar on English paper writing

1.5

㉝DP・DRによるリレーセミナー
Relay seminar by DP and DR

1.5

合計時間数
Total time

20+4

必修
Required

10

選択必修
Compulsory elective

※2

平成28年度「新任教員研修プログラム」履修表

　　　　　　　　　　　　　「必修」20時間と「選択必修」（※１～※４）から4時間以上受講すること
Be sure to take 20 hours’ “required” courses and at least 4 hours’ “compulsory elective” courses (※1~※4).

学生支援
Support for students 選択必修

Compulsory elective
※3

研究
Research

必修
Required

3

選択必修
Compulsory elective

※4

大学教員基礎
 Basic knowledge for
university teachers

必修
Required

5.5

選択必修
Compulsory elective

※1

教育
Education
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催
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S

1
5

学
外

講
師

（
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
）

，
学

内
メ

ン
タ

ー
9
月

総
合

科
学

部
講

義
室

人
材

育
成

推
進

室
（

F
D
部

会
）

大
学

教
育

論

＜
講

義
＞

本
学

の
H
i
P
R
O
S
P
E
C
T
S
®
型

の
授

業
設

計
の

方
法

(
学

習
目

標
・

授
業

目
標

の
設

定
，

授
業

の
設

計
，

成
績

評
価

の
方

法
)
，

教
授

法
の

基
礎

，
授

業
実

施
上

の
留

意
点

等
に

つ
い

て
解

説
す

る
。

＜
演

習
＞

実
際

に
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

し
，

改
善

点
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

検
討

を
行

う
。

講
演

W
S

4
学

内
講

師
8
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

人
材

育
成

推
進

室
（

F
D
部

会
）

授
業

研
究

(
1
)

＜
授

業
参

観
・

研
究

会
＞

授
業

を
参

観
す

る
こ

と
に

よ
り

，
授

業
運

営
の

基
本

的
な

方
法

を
理

解
し

て
も

ら
う

。
ま

た
，

参
観

終
了

後
に

事
後

研
究

会
を

開
催

し
，

授
業

を
進

め
る

上
で

の
工

夫
や

課
題

等
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
い

，
参

観
者

の
授

業
改

善
に

役
立

て
て

も
ら

う
。

W
S

3
学

内
講

師

随
時

(
新

任
教

員
の

着
任

日
が

属
す

る
学

期
ま

た
は

そ
の

翌
学

期
が

望
ま

し
い

)

各
所

属
部

局
等

教
員

会
，

人
材

育
成

推
進

室
（

F
D
部

会
）

英
語

に
よ

る
授

業
の

方
法

英
語

で
授

業
を

す
る

た
め

に
必

要
な

知
識

と
技

術
を

身
に

つ
け

る
機

会
を

提
供

す
る

。
W
S

3
学

内
講

師
，

学
外

講
師

9
月

,
3
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
人

材
育

成
推

進
室

（
F
D
部

会
）

大学教員基礎

必
修

選
択

必
修

必
修

教育

1
 /

 3
 ペ

ー
ジ



平
成

2
8
年

度
広

島
大

学
新

任
教

員
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
※

講
師

、
開

催
時

期
、

会
場

に
つ

い
て

は
予

定
で

す
の

で
，

変
更

に
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
最

新
情

報
は

、
「
い

ろ
は

」
で

ご
確

認
下

さ
い

。

分
野

必
修

・
選

択
必

修
研

修
会

名
目

的
実

施
形

態
時

間
数

(
H
)

講
師

開
催

時
期

会
場

担
当

大
学

入
試

制
度

改
革

と
本

学
の

入
試

実
施

状
況

近
年

の
大

学
入

試
制

度
改

革
及

び
本

学
に

お
け

る
入

試
実

施
状

況
並

び
に

入
学

者
の

高
校

及
び

大
学

で
の

学
習

状
況

等
に

つ
い

て
講

義
を

行
い

，
も

っ
て

新
任

教
員

の
今

後
の

教
育

活
動

に
役

立
て

る
。

講
演

1
.
5

入
学

セ
ン

タ
ー

長
8
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

入
学

セ
ン

タ
ー

授
業

方
法

研
修

会
学

生
の

学
習

活
動

を
促

進
す

る
た

め
に

有
効

な
授

業
方

法
を

研
究

し
教

育
の

効
果

を
向

上
さ

せ
る

。
講

演
W
S

3
学

外
講

師
1
2
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

人
材

育
成

推
進

室
（

F
D
部

会
）

マ
イ

ク
ロ

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
(
模

擬
授

業
体

験
)

小
グ

ル
ー

プ
内

で
1
0
分

程
度

の
模

擬
授

業
を

行
い

，
学

生
役

の
参

加
者

か
ら

の
評

価
を

受
け

る
「

マ
イ

ク
ロ

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

」
を

経
験

し
，

教
授

法
の

技
能

を
習

得
す

る
機

会
を

提
供

す
る

。
W
S

3
学

内
講

師
9
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

人
材

育
成

推
進

室
（

F
D
部

会
）

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

促
す

授
業

の
方

法

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

(
学

生
の

主
体

的
学

習
)
を

促
す

た
め

の
授

業
方

法
を

体
験

し
，

理
解

を
深

め
る

機
会

を
提

供
す

る
。

W
S

6
.
5

学
内

講
師

8
月

，
3
月

総
合

科
学

部
J
棟

講
義

室
人

材
育

成
推

進
室

（
F
D
部

会
）

I
C
T
を

用
い

た
授

業
の

方
法

授
業

に
お

け
る

I
C
T
(
情

報
通

信
技

術
)
の

活
用

法
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
。

W
S

2
.
5

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

推
進

会
議

メ
ン

バ
ー

お
よ

び
情

報
メ

デ
ィ

ア
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
関

係
者

4
月

，
1
0
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

推
進

会
議

授
業

研
究

(
2
)

＜
授

業
公

開
(
事

前
・

事
後

研
究

会
あ

り
)
＞

新
任

教
員

が
実

際
に

教
壇

に
立

ち
，

質
の

高
い

授
業

を
展

開
で

き
る

よ
う

，
事

前
・

事
後

研
究

会
付

き
の

授
業

公
開

を
実

施
す

る
。

実
施

に
あ

た
っ

て
は

，
各

教
員

会
の

主
導

の
も

と
，

①
事

前
研

究
会

(
授

業
案

の
作

成
を

含
む

)
，

②
授

業
公

開
，

③
事

後
研

究
会

(
授

業
参

観
者

に
よ

る
研

究
会

)
を

開
催

し
，

授
業

改
善

を
組

織
的

に
支

援
す

る
。

W
S

3
学

内
講

師

随
時

(
新

任
教

員
が

「
授

業
研

究
(
1
)
」

「
大

学
教

育
論

」
を

受
講

し
た

後
（

着
任

後
2
年

目
以

降
を

想
定

）
が

望
ま

し
い
)

各
所

属
部

局
等

教
員

会
，

人
材

育
成

推
進

室
（

F
D
部

会
）

T
A
研

修
会

(
実

践
編

)
教

員
と

T
A
が

協
力

し
て

よ
り

良
い

授
業

を
行

う
た

め
の

実
践

例
に

つ
い

て
，

検
討

す
る

機
会

を
提

供
す

る
。

W
S

1
.
5

学
内

講
師

1
2
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

人
材

育
成

推
進

室
（

F
D
部

会
）

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
作

成

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
作

成
を

通
じ

て
自

身
の

教
育

活
動

を
省

察
し

，
今

後
，

大
学

教
員

と
し

て
取

り
組

む
べ

き
中

・
長

期
目

標
を

明
確

化
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

W
S

1
5

学
外

講
師

（
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
）

，
学

内
メ

ン
タ

ー
9
月

総
合

科
学

部
会

議
室

等
人

材
育

成
推

進
室

（
F
D
部

会
）

教
養

教
育

新
任

教
員

研
修

会

本
学

の
教

養
教

育
の

授
業

を
初

め
て

担
当

す
る

教
員

を
対

象
に

，
教

養
教

育
の

理
念

・
目

的
，

歴
史

と
現

状
や

，
授

業
を

担
当

す
る

上
で

必
要

な
情

報
等

に
つ

い
て

説
明

を
行

い
，

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
じ

て
，

教
養

教
育

へ
の

理
解

を
深

め
，

授
業

実
践

に
役

立
て

て
も

ら
う

。

W
S

1
.
5

教
養

教
育

本
部

教
員

4
月

総
合

科
学

部
K
棟

講
義

室
教

養
教

育
本

部

教
養

教
育

授
業

参
観

・
研

究
会

教
養

教
育

の
授

業
を

参
観

す
る

こ
と

に
よ

り
，

授
業

運
営

の
基

本
的

な
方

法
を

理
解

し
て

も
ら

う
。

ま
た

，
参

観
終

了
後

に
事

後
検

討
会

を
開

催
し

，
授

業
を

進
め

る
上

で
の

工
夫

や
課

題
等

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

い
，

参
観

者
の

授
業

改
善

に
役

立
て

て
も

ら
う

。

W
S

3
教

養
教

育
担

当
教

員
6
月

，
後

期
総

合
科

学
部

講
義

室
教

養
教

育
本

部

選
択

必
修

教育

2
 /

 3
 ペ

ー
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平
成

2
8
年

度
広

島
大

学
新

任
教

員
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
※

講
師

、
開

催
時

期
、

会
場

に
つ

い
て

は
予

定
で

す
の

で
，

変
更

に
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
最

新
情

報
は

、
「
い

ろ
は

」
で

ご
確

認
下

さ
い

。

分
野

必
修

・
選

択
必

修
研

修
会

名
目

的
実

施
形

態
時

間
数

(
H
)

講
師

開
催

時
期

会
場

担
当

必
修

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
相

談
研

修
会

学
生

・
教

職
員

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

・
発

達
障

害
等

に
つ

い
て

理
解

し
，

支
援

の
あ

り
方

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

提
供

す
る

。
「

学
生

・
教

職
員

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

（
岡

本
）

」
及

び
「

近
年

の
学

生
の

心
理

的
特

徴
お

よ
び

発
達

障
害

に
つ

い
て

ー
理

解
と

支
援

の
仕

方
（

内
野

）
」

の
タ

イ
ト

ル
で

講
演

を
行

う
。

講
演

1
.
5

岡
本

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
部

門
長

，
内

野
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

部
門

長
8
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

保
健

管
理

セ
ン

タ
ー

学
生

支
援

教
職

員
研

修
会

学
生

支
援

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
，

教
職

員
の

協
働

の
あ

り
方

を
検

討
し

，
学

生
支

援
の

改
善

に
資

す
る

。
講

演
W
S

3
学

外
講

師
9
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

人
材

育
成

推
進

室
（

F
D
部

会
）

チ
ュ

ー
タ

ー
研

修
会

学
生

の
成

績
評

価
．

学
習

相
談

お
よ

び
生

活
支

援
等

，
チ

ュ
ー

タ
ー

の
業

務
に

お
け

る
留

意
事

項
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。

講
演

3

副
学

長
（

学
生

支
援

担
当

）
，

学
士

課
程

会
議

，
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
，

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

，
保

健
管

理
セ

ン
タ

ー

3
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

学
生

生
活

会
議

，
人

材
育

成
推

進
室

（
F
D

部
会

）

留
学

生
支

援
研

修
会

留
学

生
と

彼
ら

を
取

り
巻

く
環

境
や

全
学

の
留

学
生

サ
ポ

ー
ト

体
制

に
つ

い
て

理
解

し
，

よ
り

充
実

し
た

留
学

生
の

支
援

を
行

え
る

よ
う

に
す

る
。

講
演

W
S

3
留

学
生

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

1
1
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

全
学

留
学

生
等

支
援

部
会

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

研
修

会

学
び

・
修

学
に

関
わ

る
多

様
性

と
高

等
教

育
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

（
参

加
し

や
す

さ
、

利
用

し
や

す
さ

）
の

基
礎

を
講

義
形

式
で

学
び

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
通

し
て

実
践

的
な

理
解

を
深

め
る

。

講
演

W
S

3
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
9
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

研
究

力
強

化
概

論

本
学

の
研

究
力

に
関

す
る

現
状

を
理

解
し

，
本

学
が

掲
げ

る
研

究
力

に
関

す
る

理
念

・
目

的
を

共
有

す
る

。
そ

の
う

え
で

，
発

表
雑

誌
や

自
ら

の
研

究
力

を
様

々
な

指
標

を
用

い
て

図
る

手
法

を
習

得
す

る
と

と
も

に
研

究
費

の
獲

得
な

ど
に

つ
い

て
も

理
解

す
る

。

講
演

1
.
5

理
事

・
副

学
長

（
研

究
担

当
）

，
副

理
事

（
研

究
企

画
担

当
）

，
研

究
企

画
室

担
当

者

1
1
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

学
術

・
社

会
産

学
連

携
室

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

安
全

・
環

境
管

理
，

研
究

倫
理

，
共

同
利

用
施

設
・

機
器

の
利

用
，

学
術

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

等
図

書
館

利
用

，
学

術
支

援
（

U
R
A
）

の
利

用
な

ど
を

理
解

す
る

。
講

演
1
.
5

関
連

委
員

（
教

員
）

，
学

術
支

援
グ

ル
ー

プ
担

当
者

，
研

究
企

画
室

担
当

者
，

図
書

館
担

当
者

1
1
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

学
術

・
社

会
産

学
連

携
室

研
究

費
獲

得
研

修
科

研
費

，
共

同
研

究
等

外
部

資
金

の
獲

得
方

法
及

び
外

部
資

金
を

使
っ

た
研

究
活

動
の

進
め

方
を

理
解

す
る

。
講

演
1
.
5

外
部

講
師

，
社

会
連

携
グ

ル
ー

プ
担

当
者

，
産

学
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
，

学
内

教
員

7
～

8
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

学
術

・
社

会
産

学
連

携
室

環
境

安
全

講
習

事
故

・
違

反
な

く
研

究
を

遂
行

す
る

と
と

も
に

，
本

学
の

環
境

管
理

，
安

全
管

理
を

理
解

・
実

践
す

る
た

め
の

講
習

。
講

演
1
.
5

環
境

安
全

セ
ン

タ
ー

担
当

者
4月
9
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
財

務
・

総
務

室
（

総
務

グ
ル

ー
プ

）

動
物

実
験

講
習

会
動

物
実

験
に

関
連

す
る

法
律

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

を
学

び
，

安
全

管
理

だ
け

で
な

く
倫

理
的

に
も

適
切

で
，

か
つ

有
効

な
動

物
実

験
を

実
施

す
る

た
め

。
講

演
1

動
物

実
験

委
員

会
委

員
4
～

5
月

9
～

1
0
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス

動
物

実
験

委
員

会
学

術
・

社
会

産
学

連
携

室

遺
伝

子
組

換
え

生
物

等
使

用
実

験
安

全
講

習
会

遺
伝

子
組

換
え

生
物

等
使

用
実

験
と

，
そ

れ
を

規
制

す
る

カ
ル

タ
ヘ

ナ
法

に
つ

い
て

最
低

限
の

知
識

と
遵

守
す

べ
き

事
項

等
を

学
び

，
適

切
で

安
全

な
遺

伝
子

組
換

え
生

物
等

使
用

実
験

を
実

施
す

る
た

め
。

講
演

1
組

換
え

D
N
A
実

験
安

全
委

員
会

委
員

4
～

5
月

9
～

1
0
月

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス

組
換

え
D
N
A
実

験
安

全
委

員
会

学
術

・
社

会
産

学
連

携
室

機
器

使
用

に
関

す
る

講
習

・
セ

ミ
ナ

ー
機

器
，

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

等
の

新
規

導
入

時
に

，
操

作
方

法
，

お
よ

び
安

全
確

保
に

つ
い

て
利

用
者

に
周

知
徹

底
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

講
演

1
.
5

学
内

教
員

，
担

当
職

員
未

定
未

定
自

然
科

学
研

究
支

援
開

発
セ

ン
タ

ー
生

命
科

学
機

器
分

析
部

英
語

論
文

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

英
語

に
よ

る
論

文
執

筆
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

的
と

す
る

。
講

演
1
.
5

外
部

講
師

（
未

定
）

，
学

内
教

員
，

図
書

館
担

当
者

5
～

6
月

中
央

図
書

館
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
ホ

ー
ル

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

学
術

・
社

会
産

学
連

携
室

(
図

書
学

術
情

報
普

及
G
)

D
P
・

D
R
に

よ
る

リ
レ

ー
セ

ミ
ナ

ー
D
P
・

D
R
に

選
定

さ
れ

た
研

究
者

か
ら

研
究

に
関

す
る

様
々

な
情

報
を

聞
く

こ
と

に
よ

っ
て

，
研

究
力

ア
ッ

プ
を

図
る

。
講

演
1
.
5

D
P
・

D
R

通
年

中
央

図
書

館
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
ホ

ー
ル

，
霞

キ
ャ

ン
パ

ス
（

T
V
会

議
）

学
術

・
社

会
産

学
連

携
室

※
　

「
選

択
必

修
」

研
修

会
か

ら
，

4
時

間
以

上
受

講
す

る
こ

と
。

研究

選
択

必
修

必
修

学生支援
選

択
必

修

3
 /

 3
 ペ

ー
ジ





















適切な経費の執行について

大学の経費は，教育・研究等の大学の活動のために使用するものであ
り，税金等を原資として広島大学の教育・研究・診療等の活動のために
負託された貴重な財源です。

これら経費を使用するにあたっては，経済性や説明責任の観点から
ルールが定められており，これを遵守する必要があります。

よって，経費の趣旨と無関係な目的で使用したり，ルールを逸脱した使
用方法については，不適切な使用となります。

広島大学では，適切な経費の執行のため，経費を執行する際は，必ず
システム入力をすることとしています。また，経費執行後には，確認作業
を行うこととしています。

「物を買う」，「出張に行く」，「謝金を払う」場合は，原則として事前にシ
ステム入力をしていただくとともに，確認作業に必要な各種手続きについ
て，ご協力をお願いします。

教員等個人宛の助成金・寄附金を学外から受け入れる場合，必ず大
学への寄附手続きを行った上で，大学として管理するようにしてください。
個人的に経理してはいけません。

不適切な使用の具体例

・実際には出張していないのに，架空の出張報告を行い，旅費を
請求する。

・研究室の学生の名義で，架空の作業報告を行い，学生が受け
取った謝金を研究室のものにする。

・業者に架空の請求書を作成させ，別の物を購入する。

不明な点がありましたら，所属部局等の事務担当者に確認してください。

財務・総務部財務企画G



The Appropriate Use of Research Budgets and Subsidies

Money provided by Hiroshima University or other institutions/companies 
must be used for educational and research activities. It is precious money 
coming from taxes or organizations to promote high‐quality research 
activities and educational and medical services. There are rules and 
regulations we need to follow from the viewpoints of efficiency and 
accountability when we use the budget. Therefore, if it is used for other 
purposes or in any irregular ways, it is considered illegal.

All staff members of Hiroshima University are expected to use the school 
on‐line system when they use any budget, and also to confirm the typed 
information by themselves. Please type in all the necessary information 
when you buy things, go on business trips, and pay honoraria.

When you receive outside subsidies or donations as an individual, you 
need to report it to the university and use its on‐line accounting system. 
You are not allowed to use your own accounting system.

Below are some examples of inappropriate use:

・ Claiming business trip expenses which are actually not incurred;

・ Claiming TA/RA money under the names of students and using 
it for the department;

・ Using traders/dealers to write bogus invoices or to make bogus 
purchases.

If there is anything you would like to ask about the use of research money 
and subsidies, please feel free to ask the support staff of your department 
for further information.

Financial Planning G



職員各位 
                         

広島大学長  
 

個人情報の管理徹底について 
 

個人情報等の情報資産の管理・運用等に当たっては，「広島大学個人情報の取扱い

に関する規則」，「広島大学情報セキュリティポリシー」等を定め，その徹底につい

て周知してきているところです。 
個人情報の漏えいは，本学の信用を失墜するだけでなく，情報を漏えいされた個人

に，多大な迷惑を掛けることとなります。 
 また，個人情報が漏えいしたときは，職員個人の責任が問われ，就業規則に基づき，

懲戒等の対象となります。 
 ついては，個人情報の管理について一層の徹底に努めるよう，特に以下の点につい 
てご留意願います。 
 
○ 重要な個人情報を含む書類等は，施錠がなされている部屋，又は金庫等で保管し，

紛失や盗難に遭うことがないよう，細心の注意を払うこと。 

 

○ 個人情報は，原則として学外へ持ち出さないこと。 

職務のため，やむを得ず持ち出す場合は， 

① 持ち出す情報を必要最小限にとどめる。 

② 紛失や盗難に遭うことがないよう，細心の注意を払う。 

③ パソコンには，パスワードによるアクセス制御など管理対策を行う。   

④ ＵＳＢメモリは，暗号化を行った上で使用する。 

⑤ 持ち出したデータは，利用後，必ず削除する。不要となったデータを蓄積しない。 

⑥ 学内で持ち運ぶときも，学外へ持ち出すときと同様に取り扱う。 
 
＜参考＞ 
 

平成 24～25 年度に発生した本学における個人情報漏えい事案 

平成 24 年 4 月 患者等の個人情報を保存した USB メモリの紛失  315 人分 

平成 24 年 4 月 学生の成績等を保存したノートパソコンの盗難 1,005 人分 

平成 24 年 11 月
学生の指導所見や教員選考結果等を保存した

USB メモリの紛失 
 203 人分 

平成 25 年 3 月 患者等の個人情報を保存した USB メモリの紛失  265 人分 

平成 25 年 11 月 入学志願票等（写し）の紛失   9 人分 

平成 25 年 12 月 学生の成績等を保存したノートパソコンの盗難  231 人分 

 
本学におきましては，平成 24 年度，25 年度と個人情報の不適切な管理事例が複数

発生し，そのことにより，国立大学法人評価委員会による平成 24 年度，25 年度の業

務実績評価の「その他業務運営に関する重要目標」において【中期計画達成のために

はやや遅れている】（Ⅱ）との評価を受けました。この評価は，第三期中期目標・中

期計画の実施にかかわる運営費交付金に反映されることとなります。 
 

担当：広島大学財務・総務室総務グループ   
TEL ０８２－４２４－５０１４ 


	空白ページ
	Table 1
	空白ページ
	様式
	空白ページ
	H28資格標準報酬事務処理要領本文_Y1
	H28資格標準報酬事務処理要領本文_Y2
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ

